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[本日の内容] : ｢自己紹介 ･井下先生及び井下研究会紹介｣




2.私にとってのSFC･授業 と研究会 ･学部教育 と大学院
(先生の担当科目やこれまでの研究会活動報告,最近関心を持たれていることなどについて)




･その後フアカルテイラウンジにて全員で食事 をし,解散 となりました ｡
･なお,今期井下研究会の履修著は, 4年生 6名,3年生 7名, 2年生 1名の計14名です｡その他に,今年井下












学院でのすさまじいお話 しを聞いて,ふと刈谷剛彦 さんの 『アメT)カの大学,ニッポンの大学』を思い出 しましたO
その他にも ｢熟考だけでなく行動実践 ｢自分だけではなく相互啓発｣｢外から眺める自分｣(｢inokenで学生に期待
するもの｣ より)など,研究会が始まるにあた り身が引き締 まる思いで した｡ コミュニケーションを一方的なもの
で終わらせるのではな く,相互にフィー ドバ ックさせてい く, という形で今年 もイノケンを進めていきたいです
ね｡
③ 4/27
[本 日の内容] : ｢自己紹介プロフィール発表･ライフデザイン研究｣
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･ライフデザインの原稿を5/7までに提出｡全員のコピーを発表以前に入手 し,通読 してお く｡
[本 日の感想]
自己紹介プロフィール発表の際,思いもよらぬところから話が膨 らんでいきましたが,今 日はメンバーの心 うちに
多少なりともふれることがで きて良かったと思います｡一人あたり5分足らずという自己紹介では,そのひとの思
想やバ ックグラウンドをつかみ取ることはできませんが,今 日のような話を積み重ねてい くことで,それぞれがど
のような人なのか互いに理解 してい くことができればと思います｡
④ 5/ll
[本 日の内容] :メインは先週に引き続 き自己紹介
･17:00-今日はOGの方が一人い らしたので,
最初に全員軽 く自己紹介 (注 :今 日のメインとは別) しました
･17:25-自己紹介 (2年+4年 合計 7人)
司会 とタイムキーパーを決めてスター ト｡一人当た り ｢発表 4分+質疑応答 4分｣ となっていたのですが,
質問から話が とても膨 らんだので,今 日の授業は自己紹介のみにな りました (今回で自己紹介は終 りです)｡盛
り上がったのは以下の話題｡
O｢普通｣とはどういうこと?




中等部から慶庵にいる人の ｢人生の半分を慶雁で過 ごしているんですね｣ という発言から,先生の ｢慶鷹
歴｣を訊ね (ちなみに人生 の 6割 とのことです),そこから慶謄 らしさ ･SFCらしさといった話に発展 しま
した｡
O｢痴漢｣について
｢痴漢｣の話 も,ひょんな質問から広が りました｡痴漢に遭いやすい人,遭いにくい人はどんな人か ?とい
った話で した｡
○先生のおことばから
｢コ トバを選ぼう｣:語嚢を豊富にしてい くと同時にそれをうまく使いこなしてい くようにしよう｡
･20:00- (研究)論文に関するアナウンス By井下先生











心の高 さが伝わってきます｡ いい質問を出せる人はすごい｡改めてそう感 じさせ られました｡手を挙げて質問
をするのですが,司会が ｢質問は?｣と聞いたとたんに何人もの手が挙がるのは,本当にすごいです｡
人の話をしっか り聞き,吸収 し,興味をもってなにかを返す｡そういったことが きちんと出来ているんです
ね｡ 特に4年生｡
言葉の使い方の難 しさも改めて思い知 らされましたね｡今回は ｢普通｣ という言葉で したけど,他の言葉で
もどういう意味で使っているか話 し合ってみると面白そうです｡


























































形式 としては,論文に類するもの ｡ 枚数自由で,随筆や散文でも構わない｡ したがって学術論文である必要
性はない｡(前 日の夜 8:00までにメールで題名およびページ数を0さんまで送って ください｡)
･17:15-
OKKJの感想
OKKJと井下研究会について
○井下研究会のあ り方について
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